
第25回日本災害医学会総会・学術集会 ランチョンセミナー＃６

◆協賛：公益財団法人 味の素ファンデーション
◆共催：新潟大学医学部災害医療教育センター
◆後援：JVOAD【食・栄養】官民学連携プロジェクト（たべぷろ）
◆お問い合わせ先：公益財団法人 味の素ファンデーション 被災地復興応援事業担当

齋藤由里子 taf_information@aji-foundation.org

笠岡（坪山）宜代高橋 昌

2020年2月22日㈯12:20-13:10

新潟大学医学部災害医療教育センター 事業責任者
／日本災害医学会 理事

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
国際災害栄養研究室 室長

本セミナーでは、災害時の食・栄養の問題をエビデンスと共に提起させて頂き、健康被
害と食事の関係や、要配慮者の支援方法等、様々な疑問にお答えいたします。災害が
常態化しているからこそ、「今出来ること」を一緒に考えましょう！

高橋 昌
新潟大学医学部災害医療教育センター 事業責任者
／日本災害医学会 理事

笠岡（坪山）宜代

災害関連死は減らすことができます！
そのためには健康被害を未然に防ぐ
ことが大きな一歩となります。
また、食事は専門家であるか否か、
支援者か被災者かに関わらず、

一人ひとりの努力と連携で状況を変え
問題解決することが出来る、数少ない
減災・健康被害予防手段です。

高橋 昌
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1991年 東京家政大学管理栄養士専攻卒業
1997年 高知医科大学大学院博士課程修了（医学博士）
1999年～ 国立健康・栄養研究所入省
2001年 ハーバード大学Beth Israel Deaconess Medical Center 訪問研究員
2007年～2008年 アメリカ国立衛生研究所国立がん研究所客員研究員
2018年4月～ 現職

＜役職等＞
日本災害食学会 副会長、日本栄養士会JDA－DATエビデンスチームリーダー、
日本栄養・食糧学会国際交流委員、JAXA Space Food X アドバイザー、
JAXA BOSAI SPACE FOOD PROJECT（BSFP） アドバイザー など

国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
国際災害栄養研究室 室長

新潟大学医学部災害医療教育センター 事業責任者
／日本災害医学会 理事 高橋 昌

笠岡（坪山）宜代

1988年 新潟大学 医学部医学科 卒業
1994年 新潟大学大学院 博士課程 修了 （医学博士）
2002年 国立循環器病センター心臓血管外科
2012年 新潟大学大学院医歯学総合研究科呼吸循環外科 准教授
2014年～ 新潟大学大学院医歯学総合研究科 特任教授

医学部災害医療教育センター事業責任者

＜役職等＞
日本災害医学会理事、同広報委員会委員長、同利益相反委員会委員長、
同総務委員会委員、同倫理委員会委員、日本DMATインストラクター、
日本小児循環器学会評議員、同蘇生科学教育委員会副委員長など

◆本セミナー後援 “JVOAD【食・栄養】官民学連携プロジェクト(たべぷろ)”とは・・・

2019年5月に立ち上がった、発災時の食・栄養課題の解決を目指す官民学連携のプラットフォームです。災害発生時の組織間連携や
様々な情報発信を行っています。現在以下の組織から多様なメンバーが参画しており、更に輪が広がっています。

◇事務局 ： （特非）全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD）、（公財）味の素ファンデーション（TAF）

◇参画者所属組織（あいうえお順） ： （株）伊藤園、エコッツェリア協会、（株）木の屋石巻水産、国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄
養研究所 国立栄養情報センター国際災害栄養研究室、国立研究開発法人 防災科学技術研究所 災害過程研究部門国家レジリエ
ンス研究推進センター、災害NGO結、（一社）食品ロス・リボーンセンター、仙台白百合女子大学、㈱電通、東京大学 大学院情報学環
総合防災情報研究センター、（公社）日本栄養士会、日本生活協同組合連合会、日本赤十字社、 （特非）難民を助ける会 AAR Japan、

（一社）ピースボート災害支援センター、森永乳業（株）、（株）料理通信社、（特非）レスキューストックヤード

おにぎり・菓子パン、揚げ物メインのお弁当
が何か月も続く・・・

被災者を助ける
温かい炊き出し
（でも到底全員には
行き渡らない）

スケルトンの1階で長引く在宅避難生活
生活再建の不安から後回しになる食事

2019年台風19号の被災地にて撮影

災害の度に繰り返される光景・・・少しずつでも改善したい！


